
プラットフォーム事業における
相談窓口の役割

とちぎ福祉プラザ モデルルーム
福祉⽤具・介護ロボット 相談・活⽤センター
NPO法⼈とちぎノーマライゼーション研究会

伊藤 勝規

とちぎ福祉プラザモデルルームのご紹介
とちぎ福祉プラザ

県⺠の福祉活動の拠点
福祉情報の発信
竣⼯ 2000年（H12）
設置 栃⽊県
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とちぎ福祉プラザモデルルームのご紹介
とちぎ福祉プラザ

活動団体
栃⽊県社会福祉協議会
⽇本⾚⼗字社
福祉関連団体

施設
多⽬的ホール
研修室・会議室
モデルルーム
授産品の販売

とちぎ福祉プラザモデルルームのご紹介
モデルルーム バリアフリー情報の発信拠点とし

て企画・設置
約125平⽶
年間来場者 約2500⼈

（2021年度は737⼈）
相談件数 約200件

（2021年度は194件）
【運営】
NPO法⼈
とちぎノーマライゼーション研究会
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とちぎ福祉プラザモデルルームのご紹介
モデルルーム

⾼齢者・障がい者の
⾃⽴⽀援を⽬的と
する住環境整備情
報の発信

福祉⽤具の展⽰・
体験・相談

・介護⽤ベッド
・⾞いす
・⾃助具
・移乗⽤リフト ほか

とちぎ福祉プラザモデルルームのご紹介
モデルルーム モデルルームを利⽤したミニセミナー
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展⽰協⼒企業を含む⽀援者・協⼒者への⽉次レポート

とちぎ福祉プラザモデルルームのご紹介
特徴

運営主体がNPO法⼈であり、地域ニーズに応じた⾃由な発想
で運営している
公共施設内にスペースのみ無償供与され、運営費⽤はNPOの
⾃主財源
モデルルーム内での営業活動は禁⽌されているが、相談を受けて
の訪問、課題の解決につながる住環境の整備や福祉⽤具等の
販売を⾏い、収益事業を⾏っている
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NPO法⼈ とちぎノーマライゼーション研究会のご紹介
活動の全貌

研究・発表

啓発事業

とちぎ福祉プラザ

モデルルームの運営

高齢者・障害者

生活環境支援事業

住宅改修・福祉用具販売

☆

NPO法⼈ とちぎノーマライゼーション研究会のご紹介
介護ロボットとのかかわり 福祉⽤具総合評価センター（CECAP）設⽴

介護ロボットを含む福祉⽤具の第三者
評価を⾏う機関として、当研究会の⼀
部⾨として設⽴

2011年

株式会社として独⽴2014年
福祉⽤具・介護ロボット実⽤化⽀援事
業（アドバイス⽀援事業等）
AMEDロボット介護機器開発・導⼊促
進事業「安全評価基準標準化」「標準
化推進」に関わる倫理審査
ほか開発段階における臨床評価等多数
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NPO法⼈ とちぎノーマライゼーション研究会のご紹介
介護ロボットとのかかわり 「介護ロボット地域フォーラムとちぎ」の実施

参加者 36名

シンポジウム「介護ロボットとこれからの介護」
2022年12⽉22⽇
発表者 県内介護ロボット導⼊先進施設

（⾼齢分野・障害分野）
厚⽣労働省・介護ロボット政策調整官
県⾏政担当者（⾼齢・障害）

NPO法⼈ とちぎノーマライゼーション研究会のご紹介
介護ロボットとのかかわり 「介護ロボット地域フォーラムとちぎ」の実施

介護ロボット・ICT 機器展⽰会
2022年12⽉22⽇

（⼀部機器を翌１⽉14⽇まで延⻑展⽰）
出展社数

28社
来場⾒学者数

203名
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NPO法⼈ とちぎノーマライゼーション研究会のご紹介
介護ロボットとのかかわり 福祉⽤具・介護ロボット実⽤化⽀援事業

「福祉⽤具等の安全利⽤に関する情報
の整理・報告・発信」

介護ロボットを含む福祉⽤具に関する事
故やヒヤリハットの情報を集め、整理し、
要因の分析をした上で、必要な対策が
伝わりやすい内容に加⼯を⾏ったうえで、
発信するテクノエイド協会の事業に参加。

プラットフォーム事業における相談窓⼝
プラットフォーム事業とは︖  介護ロボットにかかわる相談受付

 介護ロボットの紹介・試⽤貸出
 介護ロボットの体験展⽰
 リビングラボネットワークへの取次ぎ

 地域ネットワークづくり
先駆的実践施設（ベンチマーク

施設）・⾏政担当部署・関係業
界団体などを巻き込んだ地域の
ネットワークづくり
 介護ロボットの導⼊⽀援活動

業務アドバイザーによる伴⾛⽀援、
パッケージモデルの普及

介護ロボットに関する介護現場（ニーズ）と開発企業
（シーズ）双⽅からの相談の受付等を⾏う⼀元的な窓⼝
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相談窓⼝は全国

17か所
とちぎセンターは
栃⽊県と福島県を担当

介 護 ロ ボ ッ ト に 関 す る
介護現場（ニーズ）と
開 発 企 業 （ シ ー ズ ）
双⽅からの相談の受付
等を⾏う⼀元的な窓⼝
です。

取り組み
各種相談への対応

試⽤貸出

体験展⽰

 介護ロボットの導⼊⽅法や活⽤⽅法に関する、介護現場からの相談。
 介護ロボットを活⽤した介護現場の業務改善⽅法の紹介、導⼊事例、

介護ロボットの製品情報や補助⾦・基⾦の紹介

 介護ロボットに触れ、体験することで、現場での活⽤をイメージできる
体験型の展⽰場

 介護ロボットを試しに使ってみたいという介護現場を、試⽤貸出に協
⼒している企業へ取り次ぎ。試⽤結果をレポート

開発企業への⽀援
 開発にあたっての補助⾦やPRイベント等の情報提供や、製品評価

等を実施するリビングラボネットワークへの取次ぎ

プラットフォーム事業における相談窓⼝
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プラットフォーム事業における相談窓⼝
試⽤貸出

⾼齢介護事業所向け
事業所負担は原則なし
試⽤後にアンケートに協⼒していただく

施設の課題をアセス
メントし、介護ロボッ
トやICT機器が課題
の改善につながる仮
設をたてて、実証とし
ての「試⽤」になるよ
うにアドバイスする。

業務アドバイザー
の役割

プラットフォーム事業における相談窓⼝

業務
アドバ
イザー
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伴⾛⽀援（業務アドバイザーの活動）

とちぎ福祉プラザ モデルルーム

福祉⽤具・介護ロボット 相談・活⽤センター
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とちぎ福祉プラザ モデルルーム

福祉⽤具・介護ロボット 相談・活⽤センター

とちぎ福祉プラザ モデルルーム

福祉⽤具・介護ロボット 相談・活⽤センター
topics 開設記念セミナー
「介護施設における新たなテクノロジーと導⼊の実際」

【⽇時】
令和4年6⽉11⽇(⼟曜⽇) 14:00〜16:00

【内容】
「介護ロボットプラットフォーム」事業の説明
by 厚⽣労働省介護ロボット政策調整官

佐々⽊憲太⽒
「介護施設における新たなテクノロジーと導⼊の実際」
by 安全なケア研究所・理学療法⼠ 上⽥喜敏⽒

【参加者】
40名
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とちぎ福祉プラザ モデルルーム

福祉⽤具・介護ロボット 相談・活⽤センター
topics 当⽇は、ぼくパルロが司会をしました︕

リハーサルの様⼦

とちぎ福祉プラザ モデルルーム

福祉⽤具・介護ロボット 相談・活⽤センター
「クライアントの関⼼度は様々」を前提とした活動
【ステージ０】〜関⼼の無い段階

→窓⼝での体験。⼈材不⾜などの課題、⽣産性向上の必要性などの情報
【ステージ１】〜関⼼があるが、具体的な情報収集や検討に⾄らない段階

→活⽤事例、課題の⾒える化、補助⾦などの情報
【ステージ２】〜導⼊に向けて具体的に情報収集や検討をする段階

→課題解決に向けての情報の整理、現場での使い勝⼿の想定など
【ステージ３】〜導⼊を決定し、機種選定や導⼊計画をする段階

→補助⾦申請⽅法、複数機種の性能⽐較、必要環境の整理などの情報
【ステージ４】〜既に導⼊し現場への定着を推進する段階

→業務に落とし込んだ改善提案、使い⽅研修、

296296



プラットフォーム事業における
相談窓口の役割

ご清聴ありがとうございました
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